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極 東 農 業 普 及 事 業 会 議
普 及行 政農業改良専門分 科 会 の 結 果 報 告 - 3-

1. 開 会 式

6月11日､午前 9時30分､由緒のある朝鮮ホテルのグ

ランドホールで大勢の来賓､会員傍聴晋の参列の下に金

招大農林次官の開会の挨拶で会議の;捕;が開かれた｡

先ず:来充 として宋宛讃総理大臣､J･S･キー レン米

国経済開発協力局農村振興部虞､柳へイ繋国家再建ゴ表高

会召汲鹿林分科委員長弔ケイ子撃農林大臣の心温まる歓迎の

挨拶 と刀強い激励のおことばが述べ られた.

続いて各国のEl長により会員の宗召介がなされた.

参カロ国は帝国､日本､琉球､台漕､フイリ ツピン､ベ

トナム､タイ､カ ンボジアで他の数カ国は都合により今

回は参加 していなか った｡また､各国の派遣代表の数は

2-7名であ った｡

◇ ◇

午後 1時､全会員を代表 して各国の団長が捕 って朝鮮

動乱のぎせいにな った無名戦士の記に参押 し､続香をj革

げた｡

3時から役員の選出が行われ､-議長に金絶大農林次官

が選ばれた｡

会議は 2日日か ら本格的値勅にはいるのであるが､そ

の内容を細か く説明するのは紙面の都合上到底不可能で

あるので】重要なポイ ン トだけを採上げることにする｡

なお､会議は共通語 として一斉に英語が使われた｡

2.｢わが国の普及事 業｣の発表

各国のEE良によ ってその国の習=及耳f二粒の現況､Tis:面す

る問題とその対策､経験などを苑衣するプログラムで､

非 馴̀こ興味深いものの一つである｡苑表時間は15分間に

制限され､それに対 して15問の質疑応答の時間が設けら

れた.6月18日は琉球の番で､ヨ王者が発表を担当 した.

余程興味があるらしく､角問 も号告発で張合があ った｡特

に政府､大学､農適の三田休による普及申光の運営は好

評 を博し､活動の調整の仕方は質問の焦点にな った｡

3.第 1次 分 科 会

分科会は全会員を4グル-プに等分 して組織された.

各クル-プは若干のア ドバイザーとオブザーバーが加1っ

て大休11名のメンバー:=よ って構成された.

この分科会の1吏命は⑤普及行政と農業改良 @生活改

筆 ③農村青少年 ④普及岡 の 4分野に関 し､改喜さ

れるべき問題 としてどんなのがあるかを研究することで

ある｡

各会員によ って白由に提言された詐問題は最 も1範要 と

周.われるものか ら優先的に簡条田にされ､そのRの午後

の総会で苑衣された｡

各分科会でまとめた問題は15-20も数えるがその巾に

は王墓復する問題 もでて くる訳である｡こうしてでき上 っ

た諸問題はjW=答を求めて第 2次分未沈金に送 られる｡

4.第 2次 分 科 会

第 1次分科会を解散 して第 2次をj且瓶する｡

第 1次は会員を適当に 4等分 して航寿読したのに対 し､

節 2次は会員の数には殆んと関係なく､各自の専門分野

に参加するよ うに阻放された｡いわゆる専門委日会であ

る｡この萎貝金は第 1次でまとめた問題に貫に新 しい問

題を加え､守門的な立場からこれらの諸問題に対する対

i末文はnr:答を与える甲を陵命 とする｡

第 1次の 4グループからのものも合わせてまとめ られた

問題は相当の数になるので､系統別に分類 して幾つかの

問題にまとめられた｡そしてその中で特に屯要 Hつ共通

と恩オつれるものを採上げて対策を構ずることに しま二｡

しか し､[剛度や組織 もことなる10余力国のことであるか

ら､全問題が必ず しも共通するのではな く､部分r吋共通

がある耳【を念頭において読んでいただきたい｡

なお､普及行政 と磨濃改良には雅者､生活改苔の方に

は仲里氏が出席 したが､農村胃少年 と普及惜闇も同時に

開かれたためこれらには参加出来なか った｡

;普及行政分科会の活果幸碇苦 ;

同 盟 1 極東のある国 々においては鹿北団体の普及プ

ログラム遂行に際 し､政府職員の認識 と支援が欠け

ている｡

解決策⑤ 政杯fと独立 した団体によ って普及や浬が行わ

れている国においては政肝が両EZ]休の総介的なコ汚及

政深iを決定することが望 ましい｡
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間 男 2 立法及び行政.旧硝レBl･の普及プログラムの価値

に対する理解が不十分である｡

1対 策(∋ 報告空F､出版物その他の通信機関空j由じて立

法及び行政者に普及率三乾の突崩についてよく知 らし

める｡

@ これらの人 々を進捗u'Jなく設Li;i･や部港に案内 し

て祝祭せ しめる｡

(勤 普及Ljt二たが国威の出光維皇芹に妄1献 している実

紙:二つい てこのような旧jrJ名.辻に別らしめるために

･｢l.1棚を占軌を収 菖強化する｡

庄) 普及rJL米はいかに してJRl丈Cu光がをはかるか

とい うことを示すプロ∠′ラムを作製 し､4T政肘に払三

L山一J-:ilb

⑤ 立法及び行政･旧A.q省をL国rETe出光普及LILゴミi･,誌

に塊;/,Jする｡

問 】質3 -'IlJE'-及fJll攻は不三〕なLEノJを受けることな<プロ

/′ラムrDと火JiiiJに対 しては1ユ(1-と縦既をもつべきであ

る｡
対 策① 呈写妓職uCu採JHとLL･命を.J.1とる特別な基】輩を

t設ける.

@ jTEJt'及収!∃のTuJ}一比の11術水牡を相手,'j;するため!=

･'u'･及プログラムの施ff:=際 しては政治r何丁二捗は丘乏少

払王｢空こくい｣上める｡

間 !匠 4 奨励額二乾と普及 ･J';jECJJ肺炎

ヌ寸 策① 社会開発耳i業 (Con.mum.tl･dcvclopmcn【pro-

･aram)は技術的な指将は31uk･及職臼に任 して､人 々の

教良の向上 と調整を受杓･つべきである｡

(雪nf壬分野を肌雁にするために､-1LU･及 ,｣盲二乾と利二

二三Zlは発'J【し澄.ま泊軌7位臣月を阻止こする｡

両機 共しっ代衣と凶 ら ってPLiZ1-の11仕クJぴfをlj'Jl'jiZする

のは日･政)111:0)出仕である｡

問 規 5 皆及rji二乾と引二/i=ulF]発 小児-/川LJ-の機p兇()Tに

別 々に遊'E.I,'されているとい うことはl兇旅な<､いか

に して両者を諾整 するか｡

対策① プリグラムは特別な必柴と人 々の興u人に躯づ

いて作製する｡

(要 償 付振興ここ従か しているすべてu)機朕;を普及

Ijj.笑の下に統一する｡

⑨ 普及行政官をプログラムの立て方 ､管盤､普

及行政について訓練する｡

㊨ 普及行政にはプリグラム遂行のための完全な

ilf工を与･える｡

;農集改良分科会の結果報告 ;

問 簸 1 il任と権威をもつ能刀不十分な監督官

対 策⑳ 普及監督官の十分な訓練をなす｡

⑳ 普及監督官は十分な背巌と搬戒をもも った実

際j窪験 古から採用する｡

③ 十分な‖･Y･他調査をなす｡

問 題 2 い:)Iに して研究と普及の潜抜な‖ig塵をはかる

カ)｡

対 策① -Lk及とrJF兜のより-屈の密磁な辿けいを促進

するO

LユにイTr‖｣朋丘の機会をもたす｡

問 題 3 いかに して駿民の必要に応ずるための健全な

Lk･及プui/ラムを作製するか｡

対 策⑤ -illJr'及プロ/}ラムの作製圭に際 してはLjからの間

脳雛LJtのために長竺上く日仏のLri嘘的な参;urIを励める｡

(動 作∈挺されたプログラムはr5g【系エコJJに報iulLする

間 ZE4 -'Tuh及教r7)JITTL･のLik占0)必要性

対 策 3) 芭空及ロを二鑑ZLi的な旧,lq̂ JfL-と技術について絶

え-jLLaり掛｢1-る｡

@ L国立殿 餅入学.-=仁芝.光普及Itltr掛を【政EEtL､普及

u()血戊 と､普及FJj:叉の研究をなさしめる｡
@ モuz'-及rilF究rDデータを国威IuJで'j上Jyl的l=交娩す

る｡

問 雷 5 腿展､土!迩院主三､優良一睡､托…跳､新よと術など

をノ刷J･目して三石瓜農地域の俊二乾三上也資向上せ しめるに

は'ji際的にどう対処するか｡

対 策i) 的liL;･山JJlJ)j灘 を徹底せ しめる｡

(塾 i虚UJな胞IAl全行わ しめる｡

(動 二しき滋CLi全の完備をする｡

庄) 摩良lFl-L粒蟹導入する｡

(畠 述破約†即兜,i,な してから､傑艮ノ唖(Jili並販売

を比j止する｡

間 宮 6 ‡｣一息見 失の採入れと改題

対 策 j) 家連子管理の技術を強化する｡

⑧ 政JllJ‥J)補助金又は日付資金によりノ細島()改良

を凶る｡

⑨ 畜産二乾振興のためCJ牧斗:及び一般飼料の政取

をたてる｡

④ 註i産物の;U口工及び販売を促進する.

くつづく) (古 謝 瑞 幸)
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芸 轟 尋

会議に参加 した:各国のメ ンバー 開会式 景高会議農林委員長 柳准将 が歓迎辞をのべ るところ

金 言義 が 開 か れ た 朝 鮮 ホ テ ル 朝鮮動乱のギセイにな った無 名戦士の墓地

第 一 次 分 科 会 の 討 議 風 影 レポー ト発表後質問に答 える筆者 (左 )


